
チェルノブイリ事故後の Cs-137 の再移動：ロシアの事例

ロシア平原のチェルノブイリ原発事故による汚染レベルが異なる地域において，事故直後の Cs-137 降下の特徴を明らかにした。

主に，地表に降下した Cs-137 が，河川システムのなかでどのように再移動するかということに主眼を置いて分析を行った。

ロシア平原の様々な場所での耕作地斜面と小流域における Cs-137 の再移動の調査結果を示し，また，チェルノブイリ由来の

Cs-137 による生態系への短期・中期・そして長期的な影響についての考察をおこなう。
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講演後、懇親会を予定しております。皆様のご来場をお待ちしております。


